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恩師笠原長壽先生を偲んで
押　尾　直　志
　笠原長壽先生が御家族や関係者の期待も空しく御逝去されて，はや1年余の
月日が流れ去った。享年59歳という若さであったぼかりでなく，入院・手術の
後僅か7カ月で突然息を引き取られてしまわれたのであり，御家族の御心痛は
いかぼかりか，察するになお余りある。また，私にとっても母の1周忌を終え
た直後でまだ悲しみも十分に癒えていないうちに，今度はもっとも尊敬する恩
師を失ったことは痛恨の極みである。
　私が笠原先生に師事し，その薫陶を仰ぐ幸運に恵まれたのは，ちょうど10年
前である。私が笠原先生の研究室に入室した当時，先生はまだ40歳代でおられ
たし，しかもソ連邦やイギリスなどでの留学を終え，帰国されて間もない頃で，
研究活動のもっとも充実していた時期であった。
　笠原先生が不朽の名著『保険経済の研究』（未来社刊）を世に問われたのは，
私の入門した翌48年3月のことであった。この大著は，マルクス主義の方法に
立脚した先生の保険経済理論研究の一応の集約であった。
　本書は，経済学理論体系と関連させつつ保険の経済的内容を分析し科学体系
を構築することを目的とした「保険ファンド論」と「保険資本論」に関する一
連の論文によって構成された高度の専門的研究書である。
　とくに，第皿部「保険資本論」の中の保険資本の金融資本的性格に関する理
論・実証両面からの分析は圧巻である。
　現代の保険独占を銀行独占とともに産業資本との融合＝癒着を通じた金融寡
頭支配の一環として把えようとされる笠原先生と，保険資本に対する自己資本
的見解に立ち，その金融資本的性格に対して否定的立場をとられる神戸大学の
水島一也教授との間の論争，いわゆる笠原＝水島論争は，保険経済理論研究の
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一段階を画すものと言えよう。
　笠原先生によって築き上げられた保険経済理論体系の今一つの重要な部分を
成すのは，協同組合保険に関する研究である。言うまでもなく笠原先生の協同
組合保険研究は，保険諸現象の一形態たる協同組合保険（共済）に関する断片
的研究ではない。協同組合保険の歴史的意義，役割および使命を明らかにする
ことによって，資本主義社会における保険（資本）の経済的内容と特微あるい
はその限界と制約を解明しようとされたのである。
　笠原先生の協同組合保険研究に関する数多ぐの論文が遺稿集刊行会の手にょ
って整理・編さんされたことは，今後の協同組合保険研究の発展にとって大き
な意義をもつものと考えられる（笠原長寿博士遺稿集刊行会編r協同組合保険論
集』）。
　しかし，先生の研究活動および研究計画は，その後商学部長，日本保険学会
理事長さらには日本学術会議会員などの要職への相次ぐ就任によって少なから
ず遅延し，先生御自身が意図されていた「マルクス主義保険理論の私なりの体
系書に関する別の計画」（r保険経済の研究』3頁）も中断されたままついに実現
され得なかったのである。
　先生の人徳，また強い責任感と自己犠牲的精神，および幅広い識見と天性の
優れた鋭敏な判断力と行動力は，周囲の人々に行政上の要職への就任の期待を
強く抱かせていった。このような激務の続くなかで，さすがに強靱な先生の肉
体も徐々に疲労が蓄積し，病魔の侵蝕を許すこととなったのである。
　私が先生に対し口に出して申し上げたことはついぞなかったが，弟子の立場
から願っていたのは，研究活動に専念していただきたいということであった。
もちろん，先生御自身もそれを願っておられたと思われるが，現実は先生の意
向どおりにはならなかった。
　このような忙しさの中でも，先生は私に対し深い愛情と懇切さをもって指導
して下さった。私の拙い論文にも丹念に目を通してくださった。
　3年程前，ある研究会の帰路，先生から「家計保険としての損害保険につい
てまとめてみなさい」とテーマを与えられた。
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　私はこのテーマを自分の研究課題と関連させて構想を練り上げた。なかなか
具体化できなかったが，先生が亡くなられる2カ月程前に漸くまとめ上げ，病
院に持参し，先生との約束を果すことができた。
　真の学者としての気質を身につけておられた先生は，入院中も絶えず書物を
手にされ，最近の文章表現力・内容の質的低下をたいへん嘆かれていた。しか
し，すでに先生はかなり体力を消耗されておられ，私の論文に目を通すことも
大儀であったようだ。病床にあっても大変気に病まれ，「押尾君の論文を見て
やらなけれぽいけない」と何度も口にされたということを，後日，奥さんから伺
い，胸が塞がる思いであった。約1カ月かかって先生は私の論文「家計保険と
しての損害保険一家計保険の経済学的性格分析・規定のために一」（r明大
商学論叢』第64巻第3号所載）を読まれ，大変評価して下さった。その時のこと
は鮮明に記憶している。先生は苦しそうに時々咳込みながら，少しずつゆっく
り話されたが，言葉の端々にはすでに運命を悟られたような重々しい余韻があ
った。
　今は幽明境を異にすることとなった。しかし，先生が心血を注がれて確立，
提起された保険経済理論の一定の体系は些かもその生気を失っていない。否，
今後の社会経済の発展・変化の中でその理論の正当性がますます明らかにされ
ていくであろう。偉大なる保険学者笠原長壽博士の保険経済理論体系は，さら
に社会経済史的過程を踏まえて創造的に発展させていかなけれぽならないであ
ろう。
　志田釧太郎先生，印南博吉先生，そして笠原長壽先生によって築き上げられ
て来た伝統を絶やすことなく精進することを誓いつつ，恩師笠原先生の御冥福
を心よりお祈りしたいと思う。
